＜記入例＞　２部提出
都市計画法第３２条の規定に基づく同意申請書

令和　　年　　月　　日

東広島市長　様

申請者　住　所　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
　　　　　　　　　　　　　　（代理申請者・担当者）
下記のとおり、開発行為に関係がある公共施設の管理者として同意をいただきたく、都市計画法第３２条の規定に基づき申請します。

記
１．開発行為の場所
　　東広島市西条町○○字○○○1000-1ほか
２．開発行為の目的
　　住宅団地
３．開発区域の面積
　　2,222.22㎡
４．工　　　　　期
　　令和○○年○○月～令和○○年○○月
５．開発区域に隣接する公共施設
	番号
	施設名
	施設の所有者
（管理者）
	当該施設の
敷地の所有者
	付記事項

	１
	普通河川
	東広島市
（建設管理課）
	東広島市
（建設管理課）
	○○字○○○
1000-1地先ほか

	２
	普通河川
○○○○川
	東広島市
（建設管理課）
	東広島市
（建設管理課）
	○○字○○○
1000-2ほか

	３
	不認定道路
	東広島市
（建設管理課）
	東広島市
（建設管理課）
	○○字○○○
1000-3地先ほか

	４
	市道　
○○○○線
	東広島市
（建設管理課）
	東広島市
（建設管理課）
	○○字○○○
1000-4ほか

	５
	農道
○○○線
	東広島市
（農林整備課）
	東広島市
（建設管理課）
	○○字○○○
1000-5ほか


※番号が、区域内と重複して紛らわしくならないよう注意




６.各施設の影響
　申請者意見
	番号
	開発行為に係る影響（申請者意見）

	１
	当該普通河川は、開発行為の下流水路であり、流下能力の検討結果によって下流水路に影響が無いように流量調整施設が設置されるため、特段の支障は無い。

	２
	当該普通河川○○○○川は、開発行為の下流水路であり、流量計算も下流水路に影響が無い結果であるため、特段の支障は無い。

	３
	当該不認定道路は、開発行為の道路と接続し、南は市道○○○○線に至る道路であり、特段の支障は無い。

	４
	当該市道○○○○線は、開発行為によって一部改築工事を伴うが、交差点マークやカーブミラーを設置する安全対策も考えているため、特段の支障は無い。

	５
	当該農道○○○線は、開発行為の道路と接続し、従前の機能が確保されるため、特段の支障は無い。



＜流量計算結果＞（単位：㎥/sec）
●雨水流出量（開発地内）0.025→0.065に増
（※開発地内の雨水量の開発前と開発後の差は0.040）
●流下能力（開発地からの放流先）
　開発前の流量：0.226　＜　水路：0.312
　　　　　　　↓＋0.040（開発による増）
開発後の流量：0.266　＜　水路：0.312

●流下能力（開発地の下流水路）
　開発前の流量：0.426　＜　水路：0.512
　　　　　　　↓＋0.040（開発による増）
開発後の流量：0.466　＜　水路：0.512





添付書類：・位置図
・公図
・現況図
・計画平面図
・計画断面図
・流量計算書等（流域図・排水経路図）
・排水同意書等
・公共施設管理依頼図
・その他　参考資料

※位置図、公図、計画平面図等に公共施設の対照番号を記入すること。
※計画平面図に道路工事・普通河川工事の範囲を表示すること。
※流量計算結果は、開発後の放流量が加わっても「①放流地」及び「②下流」水路の流下能力以内であることを申請書に明記し、添付資料でその根拠がわかるようにしておいてください。
①「放流地」：開発地からの放流箇所（複数の場合は、それぞれと合流箇所など）
②「下流」：放流箇所から下流の箇所（概ね県管理河川までの間の最小断面箇所など）

